石狩市公立小中学校事務職員第１４回学校間連携会議
２０１０年９月３日　
於：石狩市庁舎２０１号会議室
１．議長挨拶
２．経過報告

７月　９日（金）
日刊連係会議６１号（決算予算調査の集計が終わりました）
７月３０日（金）
富良野市連係会議視察（市事協主催）
８月１８日（水）
日刊連係会議６２号（「暮らしの手帖」１９７４年９・１０月号）

８月２４日（火）
日刊連係会議６３号（富良野市連携会議視察報告）
３．協議題
（１）「平成２３年度　石狩市教育予算要望書」について
　　決定資料については、連係会議HP会員のページに掲載してあります。
出された意見と見解

①「学校財政に関する意識調査」については、予算要望にどうつなげていくかが課題となると思うが。

～今年は調査と要望作業が同一時期になったため、調査の分析が十分でなかったが、今後分析をすすめ、次年度の要望ではさらに調査を充実させるなどして、要望書に反映させる方途を検討していく。

②図書管理システムの導入などの要望も盛り込む必要があるのではないか。

～現在の予算要望委員会の役割分担では、事務部会の受け持ちは「学校配分に関する要望」となっており、ご指摘のような要望は学校ランキング表に記載してもらうことになる。しかし、部会として、もっと広く学校要望をとりまとめていくことができないか検討していく。

③修学旅行等引率に係る拝観料などの経費は、役務費ではなくて福利厚生関係の要望ではないか。
～修学旅行引率旅費が定額支給から実費支給に変わった際に、道立学校では使用料や賃借料でこれらの経費を手当てするよう通知を出した。市町村についてはこの通知を参考に要望活動が展開されたと思うが、措置された市町村とされない市町村がある。このような経過から、役務費で要望するのが当面適当と考える。
４．連絡事項
（１）
徴収金調査については、石教研レポートに分析結果を載せたいので、未提出の方はできるだけ早くお願いします。






